
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】

課 係

会計 8款 4項 2目

年度 ～ 平成 年度

【事務事業の実施内容】

【事務事業の推移】
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事業の対象
（誰のため・何を）
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果

活動
指標

成果
指標

道路整備延長

道路の整備率

　都市計画道路　岩瀬北野線
　仙北市角館町岩瀬字下タ野～角館町小館地内　　L=1,190m

　都市の骨格形成と道路交通の円滑化を図るため。
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公共事業 施設維持管理

直営（一部民間委託） 民間委託(全部)
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14,607

（単位：千円）
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運 営 方 法
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道路整備緊急措置法・道路整備費の財源等の特例に関する法律

自治事務
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1.86
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作成者都市整備

法定受託事務

　計画、設計、用地、補償、工事に至る道路整備に係わる一連の業務を実施した。
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担 当 課 係 名 都市整備

新規／継続の区分

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

基本計画 国道や県道、生活道路の整備

市道の整備

平成

施策の大綱

都市計画費土木費

補助金

歴史と自然が織り成す交流拠点のまち

街路事業費

総合計画の
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内部管理

4,725

事 務 事 業 評 価 シ ー ト
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事 務 事 業 名 地方道路整備臨時交付金事業費（岩瀬北野線）

簗田　正
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

岩瀬北野線の連続性を確保する上で、小館
～横町間の整備は必要であると考えるた
め。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

Ｈ１９年度完成

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

現在の都市計画道路の多くは、昭和40年代までに都市計画決定されており、
見直しがほとんど行なわれていない、よって近年社会情勢に合わせ見直し作
業を行なっている自治体が多い。

特に角館地区は整備率が上がらないため見直しに対する意見があるが、岩瀬
北野線の小館～横町区間に関しては計画の実現化に向けて期待が大きい。

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 都市計画道路（岩瀬北野線）として、角館町下タ野～角館町小館区間で完成し供用開始して
いる。
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